
勝央民話を語る会「ちゃんちゃんこ」の 15 年の歩み 

H19 立石憲利先生の語り部講座受講後 勝央民話を語る会「ちゃんちゃんこ」発足（2007 年） 

H20 第 1 回むかし話を楽しむ会開催 

   美作市勝田チャイルドホームでの語り部活動開始（放課後児童クラブ） 

H21 岡山県語りのネットワーク加入 

   勝央図書館フェスティバル出演（主催：勝央町立図書館） 

   第 25 回国民文化祭プレ大会 民話の祭典での発表（総社市） 

H22 勝央町立勝間田小学校・勝央町立勝央北小学校で朝読書の時間にて語り部活動開始 

   国民文化祭 民話の祭典での発表 

H23 福武教育文化振興財団助成贈呈式典参加 

   岡山県語りのネットワーク交流会（開催地：勝央町ファーマーズマーケット） 

   『勝央の民話』（第 1 集）編纂（H24.3 刊行） 

H24 第 11 回全日本語りの祭り in 倉敷出演  

勝央町ボランティア祭りでの語り部活動開始（主催：勝央町ボランティア協会） 

H25 美作民話の会ほっこりとの交流会開始  勝央町社会福祉協議会デイサービスでの語り部活動 

H26 第 1 回岡山県語りのネットワーク北部交流会参加 

H27 福武教育文化振興財団助成贈呈式典参加 

   図書館ナイトライブラリー「怪談の夜」出演（主催：勝央図書館） 

   『勝央の民話』（第 2 集）編纂（H28.3 刊行） 

H28 図書館ハロウィンパーティー出演（主催：勝央図書館） 

勝央町広報誌『広報しょうおう』（4 月号～）「勝央町の民話」定期連載開始 

   サンサン学園「ちょこっと講座」講師（年 5 回）（主催：勝央町教育委員会） 

   美作学術文化振興財団機関紙「作州路」「ちゃんちゃんこ 10 年の歩み」掲載（H29.3） 

   第 3 回岡山県語りのネットワーク北部交流会（開催地：勝央町保健総合福祉センター） 

H29 中国 5 県民話の集い（島根県）参加・発表 

   民話の語り部養成講座「こどもかたりべ」開講（全 5 回） 

   岡山県読書推進表彰受賞 

H30 10 周年記念 むかし話を楽しむ会開催（養成講座卒業生の子供語り部 3 名含む） 

R1  中国 5 県民話の集い（岡山県美作市湯郷） 

勝央町の方言収集着手（5 年計画で図書館協力のもと地元文化を残す活動） 

コロナの影響で様々な活動中止（R2 年～R3 年） 

R4  むかし話を楽しむ会再開（8 月高校生の語り）（金太郎再話の発表 8 月、翌 3 月） 

R5  文部科学大臣表彰受賞 



１６年目からの 1 歩 

最初は、手探りでしたが… 

私たちが、語りの学校で民話を始めたころ立石憲利先生から教えてもらった言葉です。 

「素語りはこどもたちに想像力を与えます。 

ちゃんと話を聞ける子どもは本が読めます。 

話を聞けるということが読書につながります。」 

民話は、話し手と聞き手で作る想像の世界を大切にする語りです。 

消えていきつつある方言を織り交ぜて、地域の文化についてわかりやすく表現します。 

子どもたちが地元に伝わる方言をくりかえし耳にし、親しみを覚え、また、想像力を働かせ

ながらお話の世界に入り込むことで、豊かな心がはぐくまれていきます。 

民話は口伝えのみならず、絵本や書物になって伝わっていきます。 

民話と本はとても深い関係にあります。 

子どもたちが本に親しみを持つことを願いつつ、これからも 1 歩 1 歩大切に小学校や地域

で勝央町や岡山の民話を語る語り部活動を続けていきたいと思います。 

 

 

 

令和 5 年 7 月 27 日 岡山県子どもの読書活動推進連絡会    

勝央民話を語る会「ちゃんちゃんこ」 


